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大田区自立支援協議会 防災部会議事録 

          文責：在原委員（区事務局一部修正） 

(１) 会議の名称 大田区自立支援協議会 第５回防災部会 

(２) 開催日時 平成 30年９月 18日（月）13：30～15：30 

(３) 開催場所 障がい者総合サポートセンター ３階集会室 

(４) 出席した 

委員、事務局等 

委 員 （部会長：志村 陽子）            ＜敬称略＞ 

田邉 俊子 遠藤 文夫 宇田尻 浩司 一色 隆雄 蛭子 明子 

寺嶋 広子 粟田 修平 在原 寛子 黒川 建 金丸 正明 

篠﨑 哲也     

オブザーバー：八尾 隆一（蒲田警察署）、村上 和也（大森消防署）、 

友部 和也（田園調布消防署)、 

松橋 幸博（大田区立久が原福祉園施設長)、 

高安 道郎（大田区立くすのき園施設長） 

区職員：木村 正樹（健康政策部地域医療政策担当）、 

阿部 幸喜（防災危機管理課）、 

高野 耕治（上池台障害者福祉会館長）、 

山戸 健司（障害福祉課） 

事務局：小林 善紀・森崎 恵里（障がい者総合サポートセンター） 

１ 各委員、各ネットワークからの情報提供 

（１）おおたＴＳネットより 

   9月 29日（土）の拡大定例会開催の情報共有。 

（２）福祉防災コミュニティより 

   防災イベント同時開催（防災国体・東京都防災展）のイベント情報の共有。 

（３）情報提供：「もしものカルタ」 

   防災標語をカルタにしたもので、危険度も記載されている。 

２ 事務局からの情報提供 

（１）防災課より 

  <防災訓練の予定> 

・羽田地区・・・９月 24日(祝・月) 萩中公園（参加予定：８名＋事務局） 

  ・鵜の木地区・・10月 21日(日)   東調布第三小学校（参加予定：３名＋事務局） 

  ・馬込地区・・・10月 28日(日)   馬込第三小学校（参加予定：３名＋事務局） 

（２）地域防災訓練の参加に向けて 

  ・嶺町特別出張所地区の自治連合会に部会長と事務局が参加予定。防災部会の取り組みにつ

いて説明する。 

３ 全体合同部会の参加共有 

（１） 全体合同部会を９月４日（火）に実施。『きなりのくらしへ～つながる、わたす、ひろげ

る～』をテーマに、グループに分かれて話し合った。 
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（２）参加者の感想 

  ・防災の立場から、自助共助の必要性を大切にしていきたいと思った。 

  ・『つながる』『わたす』『ひろげる』をテーマにグループワークを行った。立場が異なる方と 

積極的な意見交流ができた。また、誰でも認識の差がある中で、次につなげていく大切さ 

を学んだ。 

  ・『つなげる』や『広げる』もすべて関連している。点と点の結びつきから面と面のつながり 

にしていきたい。 

・当事者や家族から、言葉を発言することで、『知る』や『知ってもらう』ことができた。 

４ 防災部会学習会 防災ワークショップの内容 

  ・開催日：10/19（金）10:00～12:00（受付開始 9:30） 

・当日の進行は講師に依頼。各部会に資料を提供し、協議会に関係者に周知する予定。 

５ 第２回本会に向けて 

【報告内容のポイント】 

区民が、地域との『つながり』や『連携』を具体的に進める取り組みに焦点を当てる。具体 

的な取り組みは、下記のとおり。 

〇特別出張所との連携 

   〇矢口特別支援学校福祉避難所開設訓練への参加・連携 

   〇総合防災訓練への参加 

６ 新たな課題について 

（１） 放課後等デイサービスや移動支援の防災訓練の実施状況について 

12/14 児童発達地域ネットワーク会議があり、この場でアンケートの協力を得られるか、

調整を図る。 

（２） こども部会と一緒に、課題抽出や現状把握を行う。 

   専門部会の後半の取り組みとして、実施する。 

（３） 福祉避難所開設訓練について 

   通所施設における防災に対する現状を踏まえ、課題や問題を把握していく必要がある。 

   【検討項目（案）】 

・送迎途中の対応策（天候不良時の対応や他機関との連携） 

     ・食料・毛布等の備品・消耗品設備 

     ・通常業務と福祉避難所開設日常の業務の効率化を図る 

     ・利用者の特質、性別、障がい種別の配慮 

・発災時間による避難場所や集合場所、連絡手段 

（４）その他 

   サービス等利用計画に、防災に関する内容を入れ込めるか検討してほしい。 

 

※次回日程 

  日時：平成 30年 10月 16日（水）13：30～15：30 さぽーとぴあ３階 集会室 

 


